神仏習合の願い―社会背景を踏まえた過程― by 東海林 克也
5 
氏  名 東海林 克也 
学 位 の 種 類 博士（社会デザイン学） 
報 告 番 号 甲第 579号 
学位授与年月日 2021年 9月 19日 
学位授与の要件 学位規則(昭和２８年４月１日文部省令第９号) 
第４条第１項該当 
学 位 論 文 題 目 神仏習合の願い―社会背景を踏まえた過程― 















































































































































































本論文は序章、第 1～7 章、終章から構成されている。 
 

























































































































第 7 章「本地垂迹説による信仰のデザイン」 
神仏習合の到達点である本地垂迹説の成立と展開から神仏に何を祈ったのか。
従来、日本の神は自然を中心としたものであり、人々の前に姿を見せることはな
かった。しかし神仏習合が展開していく中、11 世紀中頃から神の本当の姿は仏
であるという本地仏が設定され、神は実態を持った姿として人々の前に現れる
ようになる。神の姿をした仏像に祈ることは、神仏の境界線がなくなる。ここに
おいて本地垂迹説が成立完成した。 
本地垂迹説が成立した時代は様々な習合神道を誕生させた。特に習合神道の
一つである両部神道は伊勢の神宮の祭神である天照大御神の本地を大日如来と
することで、日本の神祇信仰の根源である天照大御神が仏教と習合するという
ことは、全国に神仏習合思想を流布する重要な出来事であった。本地垂迹説成
立・習合神道の登場背景は蒙古襲来などの国家的非常事態があげられる。この事
態に中央社会の神社・寺院は国家鎮護の役割や民衆の心を統一する役割もって
いた。中央社会は神仏に国家鎮護という現世の利益を求めていたといえる。一方
で民衆側も蒙古襲来などの非常事態から日々生きる世界の安泰という現世での
利益を求めていた。 
 
終章 
各章の要約・考察と全体のまとめと今後の課題の提示。まず仏教受容以前とし
て縄文・弥生・古墳時代の願いが考察された。各時代において多少の違いはある
が共通して見出すことができる願いは豊穣や共同体の安泰という願いであり、
日々の世界を生きるという現世利益を求めた願いということができる。 
その後、仏教を受容し神仏習合が成立・展開していくが、人々の願いは五穀豊
穣や国家もしくは地域社会の恒常的安泰であった。この五穀豊穣や国家もしく
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は地域社会の恒常的安泰という根本的な土台の願いのに支配者層は権力の永続
性を、民衆は豊かな生活という名の現世利益を追求する一つの手段として神仏
に願ったと言える。 
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Ⅱ．論文審査の結果の要旨 
 
（１）論文の特徴 
 
 日本における信仰形態の再デザインとしての神仏習合思想を考察するにあた
り、神祇信仰が成立する以前、仏教受容以前である、縄文・弥生・古墳時代から、
その完成形である「本地垂迹説」まで、神宮寺建立、神身離脱説、『日本霊異記』、
護法善神説、御霊信仰など具体的な論題を丁寧に考察することで、その特質を明
瞭に示している点に本論文の第一の特徴である。 
長期的な視点で神仏習合成立の過程に焦点をあて、その神仏習合が発生した
背景や神仏に人々が何を求めたのか、祈願したのかが考察され、その結果、日本
における信仰形態の特徴は、「現世利益」という願いであることが明らかとされ
ている。 
 既存の神仏習合研究では、すでに上（中央社会）からと下（地方社会）からと
いう二重構造の成立・展開論が指摘されており、本論文でもその二重構造を参考
に、その成立・展開の社会的背景が、歴史学的文献史料、文学的文献史料に加え、
宗教学的知見を基に考察が進められ散るところに第二の特徴があるといえる。 
 とくに本論文は、神仏習合を主軸としているが、それが形成されるにいたる諸
段階が時系列に論題として挙げられ、それぞれの先行研究を踏まえつつ、神祇信
仰側あるいは仏教側からの「思惑」あるいは、中央政府や地方政府（豪族）、ま
た民衆からの「思惑」も視野に入れながら、人々が、何を・どのように願ってい
たのかが述べられている。 
このように、神仏習合思想成立の社会的背景をも視野にいれるため、本論文で
は、研究の手法として、歴史学・社会学研究の手法、また神祇や仏教という信仰
を考える宗教学的手法、民衆の信仰を見るために文学的手法が用いられている。
神仏習合思想を、単なる「日本思想」領域での研究にとどめず、神仏習合を発生
させた背景、神仏習合に求めたもの（内容）を論じることを目標とした、総合的
な神仏習合研究を目指している点が第三の特徴といえる。 
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（２）論文の評価 
 
上記「特徴」で示したように、本論文は、一つの学術分野に限らず、また、一
つの時代に限らず、総合的な神仏習合研究を企図し、かつ、一定の学術的専門性
を有している点が評価される。 
また、総合的研究を目指しながらも、各章の各論では、それぞれの分野での先
行研究を十分に検討し、新たな知見を示している点も評価されうる。 
たとえば、第四章では、『日本霊異記』の第一縁から第三縁を丹念に読み解き、
神祇信仰から仏教へという信仰や権力の移り変わりや因果応報による仏教の効
験の民衆への喧伝を示すことに成功している。 
第五章では、護法善神説成立の契機が、中央社会の国家鎮護の役割を東大寺大
仏建立事業（仏教信仰）に助力を求め、九州の八幡神（神祇信仰）が守護したこ
とにあるとし、仏教と神祇信仰のそれぞれの立場から宗教の再編成が考察され
ている点が評価できる。 
第六章では、中央社会と地方社会における御霊会の特徴と願いの異同が、文献
に基づいて考察されている点が評価できる。中央としての国家祭祀において神
祇祭祀の祝詞奏上よりも仏教経典の読経が優位におかれ、疫病封じが祈願され、
また地方としても民衆の御霊会（蘇民将来信仰）が疫病防止のため、神仏習合的
要素を持ちながら行われていた点も明らかにされている。 
 
以上が、本論文の評価する点であるが、課題も残っている。論文末および最終
審査でも確認をした課題は以下の点である。 
 
日本において仏教受容の後、地方民衆にどのような過程で仏教が流布したの
か、という部分が不十分である。仏教流布の過程は古代山岳信仰と修験道が相互
関係を持ち地方・民衆に仏教を広げていった。しかし本論文では仏教がある程度
流布した過程から考察が始められたため、当時の人々が仏教自体に何を願った
のかという部分が述べられていない。人々の願いを論じる場合において、仏教自
体に何を求めたのかという考察がもう少し必要であった。 
古代から中世にかけて生きた人々の願いが「現世への願い」と最終的にまとめ
たが、「来世信仰」についての言及ができていない。特に浄土教は奈良時代に伝
えられており、平安初期になると民衆にも広く流布されていた。本来仏教の全国
的な流布と同時に神仏習合思想が成立する一つの条件であったにもかかわらず、
考察をすることができなかった。 
上記の「来世信仰」についてと関連し、本論文の鍵概念である「現世利益」に
ついての考察が不十分であった。ここで言われる「現世」とは、輪廻転生し生ま
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れ変わることになる「この世界」が含まれるが、その概念定義が不十分である。
特に縄文・弥生などの古代において、アニミズム（霊魂）的世界観を有していた
人々が、後代と同じく「現世利益」と言えるのかは、まだ考察が必要である。 
 
上記、評価と課題を総合的に考慮したうえで、当該研究分野における学術的価
値および質を有する論文であり、博士論文としての水準に達していると評価す
る。 
 
